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1908 Positive　Feedback機構 の 機能変化 と特 続的Estrogen投与の 影響 日産婦誌34巻 n 号

　But　positive　feedback　test　done　after　oral　administration 　of 　conjugated 　estrogens （1．25mg ／day）for　14　days
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　性成 熟期 婦 人 に お い て estrogen の positive

feedback作用 は 生理 的 に は 月経周期の ほ ぼ 中間

に estrogen の ピ：一　
・
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して 認め られ るが； こ の LH 　surge は成熟 した卵
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能 して い ない が ， 思春期に い た る に つ れて 次第に

その 機構は発動し始め 四 1そ れ鱒伴い小児の 無排

卵状態か ら性成熟期婦人 の 排卵性周期を持つ 状態

へ と移行 して ヤ，）く．つ 奪り pgsitive　feedback機

構 の 機能発現は ：思春期に お ける排卵性周期あ確立

に 不 可欠の 要素と い える し，またその 発現の 過程

こ そ機能的麟熟4
『過程その もの と い うこ ともで き

る．　　 ，
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　一方 ， 婦人 が性成熟期か ら更年期を経て 老年期

へ と移 行す る過程で の pb§itive・feedback機構の
・・

機能変化に 関しては 報告 も比較的少 な く， か つ 多

くの 議論 の ある とこ ろ で あるが ，
こ れま で の 報告

に よ れば閉経を境 とし て 次第に 機能不 全に 陥 る と

い うの が一
般的か つ 観 念的 な概 念 の よ うに み え

る
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　今 回 わ れ わ れ は婦 人 の 加 齢 に 伴 う positive

feedback 機構 の 機能的推移 を ，
　 estrogen に よ る

positiVe
’
　f6edback’test　Vこ よ つ で検討す る と とも

に ， そ の 結果明 らか にな った閉経後の 機能不全の

原 因 を estrogen 作用 ゴとの 関連 に お い て 解析・した．

　　　　　　　研 究対象及び方法

　 神戸大学医学部附属病院産科 婦人科外来 お よ び

入院患者を対象．ζ隔
こ 擁 年齢別 に 下記 の こ ど

く分 類 し，．そ れ ぞ れ 5 例 に 対 レ conjugated

estrogen に よ る positive　feedback　test な 施行 し

た ．ま た デ
ー

タの 対比の た め ，年齢的に に唯成熟

期 に 相当す る が， 3年間 を越 え る無 月経患者 で

hypergonadotropic 　hypogonadismを示す もの 5

例 に対 して も同様の testを 行つ た．

　 （1）性成熟期婦人 （20〜35歳）

　　 
．
卵胞期 （月経周期第 3 曷 疹日 目）

　　  排卵周辺期 （月経周期第12〜14日 目）

　　  黄体期 （見経周期第18〜25日目）
　 　 　 　 　 　 　 H　　’

，
（2）閉経前卑年期婦人 （月経局期をもつ 36〜49

歳 の 婦人）

　（3）閉経篠栗年塑婦本 く閉経鋒5年未満 の 更年

期に 該当す る50〜55歳の 婦人）

　（4）老年期婦人 （閉経後 5 年以上 を経た騨歳以

上の 婦人）

　 （5） hypergonadotropic　hypogonadism を示す

mg （無脛 鯛 算 を 越焔 もめ ， 平均年騨30・6

歳 ，
LH139 ．0圭虹．2mlV ／ml ，

　 FSHI1210 ± 37．5

mIU ／ml ）

　 conjugated 　 6strogenの 静注 法｝こ よ り positive

feedback機構を検討す る こ との 意義に関 して は ，

すで に倉智剛 三宅ら3）が詳細 に報告し て い る の で

その 方法 を採用 した ．，すなわ あ，検査当日は絶食

させ ， 午前 9 − 10時 の 間 に conjugated 　estrogen

（ロ メ ダ
， 持田製薬）20mg を ゆ つ く．り静注 し，静

注終了後 O ， 24，，．　48， 72，．．96時間 目に そ．れ そ れ

約 5ml を採 血 し ，
た だ ち

1
に 血 清 を 分離し た の ち

＝ 15℃で 凍結保存 し ， L且，　FSH ，
お よ び estradiol −

17βの radioimm μnoassay に 供 レた．ま た posi・

tive　feedback 　testの 成績を 判断す る指 標 と し て

et　conjugated 　estro96n 投与前め LH ，　FSH の 値

を 100％ と し
， その 増減を 百 分率で 示す こ と に し

牟．　
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t 方 FSH ．に は 卵胞

期， 排卵周辺期で 約 150％の ピ ー
久が認め られ た
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黄体期 で ぱ む しろそ の 分泌は 抑制される傾 向
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図 2　Responses　 of　gonadotropins　to　conjugated

　estrogen 　in　premenopausal（36− 49y．o ，＞women
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制 され る 傾向に あ つ た 1 また FSH の 放 出ぱ い ず

れ の 場合 に も抑制 され る の み で あつ た ．なお血清

estradiol 値 は 閉経 後 5 年 朱満の 婦 大あで 2a，1…辷

2．7pg／m1 （M ± SE ．）で
，

老年期婦人 の 15．8± 0．8

pg／ml に比 し有意に 高値 で あつ た ．

　（4）hypergonadotr6 ゆic妙 pog面 adism を示す ・／／

患者
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図 4　 Responses　 of 　gonadotrbpins　to　conjugated

　es皇rogen 　in　the　patients　Wit・h
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／
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　　　図 4 に hypergonadotropic　hypogonadi’Sm を

　 示す患者 の成績を示す．老年期婦人に お ける反応

　　と同様に LH 　surge は 全 く認 め られず ，
　 LH ，

　FSH

　　は い ず れ も著明に 抑制 され る傾 向 に あ り， posi−

　 tive　feedback機構 が機能不全を呈 し て い る こ と

　　は 明らか で ある ，

　　　（5）老年期 婦人 にお け る estrogen 　primingと

　　そ Q後 の positiマe　feedback，　test の 成績

　　 ，positive　feedback機構が機能不 全を 呈 し て い

　　る こ とが明 らか に なつ た老年期婦人 に お い て ， そ

　　の 原因を estrogen と の 関連 に お い て 検討す る た

濃欝麗器 餓二讖欝錨舞
　 期 婦人 5 例 に 対 し て 試み た estrogen 　priming前

　後の 同 testの 成鮟を実測値で 示 した もの で ある．
　 　 　 　 　 　 　 　

’
　
tt

　 pr加 ing前 の test’，で は しi・ずれ の 症 例 で も LH
，

　 FSH は 抑制 さ
：
れ る傾 向に あ り， LH の surge は認

　　め られ て い な い ．estrogen 　priming を 開始す る と

　・LH ，　FSH −e＄
’
次第に 麹制され るが ， 15日目 に 再 び

　 pqsitive　feed戸ack 　test丶を 施行 した と こ ろ，4 例は

　 4st時間 眦 他 の 1鱒 鵬 問 目e・ ．
LH ・u・g・ が

　　認 め られ た ．同 時 に 測 定 し た estradiol 値 は ，

　 priming 前 で は 15．8± 0βpg／ml と低 値 で あ つ た

・
．
・くが

， ⇒f  i血9 後 16汨痼ゼは299．4± 20．OP9／ml に ま

　　で 上 昇 した ．
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図 8： Mea 且 （± SE ．）¢ hanges　in　serum 　LH 　 and 　FSH 、during　positive　feedback
tests、done　before．and 　after

・
the 　treatment 　with 　 oral 　 conjuga 七ed　estrogens ・

．／expressed 、as　percentage 　 of 　control 　in 丘ve 　patients　with 　hypergonadotropi α

．

，hypogo鷺adism （
桝 P〈O．02　vs 　results 　of 　the 　test　before　treatment）

t・t．．．トミこ ．傍
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　．図 6．は ζ れ ．6　．5 例 の 成 績 を 総 合 し て

gonadotrop 正n の 増 減を百分率 で 表わ し・た もの ・で

あ る．
． 鋒 口 estrogen 剤に よ る priming前 に施 行

じた poi錘tive・fee団back　3tes ゼで は L耳．yt約30％の

低 下を示 し た が ，
’
primifig後 に施行 し韋些est

’
では

LH は 150，零± 31．6％ と有意 に 上 昇 し ， 明瞭な
’
LH

sに ge と1レ℃認め ら糎や よ亥 に 獄つ た． し1か し

FSH あ 値に は 責茄ing前穫で ほ とんど変化 ぽ認

あ られ
’
てい カこい ．

「

　（6） hypergonadq 亀ropic 塊pogopad1sFnを示す 、
』
患者 に おけ る estrogen 　pniming ．とその後の p6si・

t．ive・feedback　test
’．
め成績

　 図 7 に hypergonadotropic　hypogonadism の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’1．S 　．1　 ．ぶ、　tt、’　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s’

患者 5 例 に 対 し
，

estrog ε  rlhiing前後に施行ビ呪

た positive　feedback　testρ成 績を1実瀏俥で 示

す．老年期婦人 の場 合 と同様 に estrogen の

』
prim 」

一
　
’・

ing に よ り LH
，
　FSH は 軽度抑制 さ れる が ， 15日 目

に 再 び positive　feedback　te5tを 揖行 し た と こ

ろ，牟例 に お い て 48時間 目tlc　1．　H の surge が認め

られ た ． こ れ ら の 症例 の estradio1 値 は priming

前 で は 18．1± 1．7pg／ml と、低 偉で あ つ た が
，

estrogen の 投 与 開 始 後逸S日 目で ば 36＆ 0± 21L．6
・

pg／ml と老年期婦人 の 場合 とほ ぼ 同 レ ベ ル に 達

し て い た ．

　　　　　 ．4 　 　6
’甜」　　　　 Hours

　　 図 8 は
｝
こ れ ら hypergonadotropic

．
hypo・

　 gonadism の 患 者 5 例 の 成績 を 総 合 し て
，

　 gonado 焦Qpin の 増減 を百分率で 表わ した もの で

　 あ るで estrOge 喚 の pri如   前 の testで ほ L耳 の

　 surge は全 くみ られず，
　LH ，　FSH は著し く抑制 さ

れて し・る・し か
セ2rimi39働 ・・siti・・ fr・dbゆ

　te§ちで 1¢ Hち
は 48時 rma

’
　eclge ・3±20・3％ど 有意

　 に増加 し
， 明らか な surge と し て認め られた ．

一

　 方，FSH も48時間 目に 有意 とま で は い か な い が
，

　 ↓09．1± 10．4％ と増加傾向を示 レた．

　　　　 　　　　　　考 1　 察 、

　　 加齢 に 伴 う視床下部一下垂体 系の estrogen に

　 対す る positive　feeaback機構 の 機能 の 推移に 関
tt
　 　 　　v　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 1

・　 し て は ， 閉経 後機能不 全 に 陥る とい う報告が 大部

　分を占め る が 1闘 ユ3）
， その 検 討の 方法 は 様 々 で あ

　 り， 中に は 閉経後 もその機 能は存続す る と い う報

　 告 もみ られ る
正4）．Tsa 砂t　aL13 ，は estradiol −17β の

　 50μg 〜4mg を 7．5時間にわ た り持続点滴す る こ と

　 に よ り， また Czygan51は・e蠢tradiol　benzoateの 5

　 mg を 筋 注 ま た は mestra
’
nol の 15mg あ る い は

　ethlOyl 　estradiol の β魄 を経 口 投与す る こ と に

　．．tよ り閉経後婦入 の 》osltive 　feedback 機構 に 検討

　 を加 えて い る が，
’
い ずれ の 場 合 に も 明瞭 な LH

　 surge は認め られ な か うた として い る．また 三 宅
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ら
3）は conjugated 　estrogen の 20mg を静注する こ

と に よ り ， 閉経後 3年の 婦人 f例で はこLH の 上昇

を 認め たが
， 閉経後8 〜10年 を経た 婦汰 3例 で は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’な

唄 餌 鰰 騨 購 鯵 懸 紺 ？華濠罫節
て 電り ， ．古驫ら1獲 勇拝ウ熱 曝 園搬 9囃 責を 報

告 して い る ，

一方 Yen 就 31罫．へ鱇 7，．例 め閉経後婦

人 に e・fiinyl・・毛黼 ・自 6廰 暫 紳 搬 与

し・そ の結果甲 役分饗酵 ．相悸の くミ蘇 ♂夊鰓

め られ た と して い るが ，
．．個々   瘴例を詳細に み る

と ， 閉経後 1年未満の 婦人 3例 で は投与前値を越

・韓瞬曝騨 蟹攤旙 鯨詐苡上

を禅た 婦？，　，
4 例にお．い て はζ  現 笨暗拿く．認め ら

れ て い な い ．こ うし て み る とy 閉経後婦人 の posi・

tiv・ feed醗 曦 髄 …飜 …昏ま〆駿 尊 麁雌 さh剤や

そ瘢 与購 劃綴 勃灘や 載 績に 多少

の 差はある もの：の r 閉経後1擬ぽ らくの鵜間にその

機能は 維持 され で 》・ るぶ ，

・・「その 後次第に機 能低下

嘩 行ぢ鰹嘩：軽や灘等樫聯無 い

う  炉で承し牟輝群噸葭で蒼甑 われ診れの 成績

も、こ れを支持する もの とい必 る ．」
・
尸

・
ガ

・
；

　・と こちで；
：

老年期婦人 に射 ける
《

診6もiti艶
’
feed−

back麟 磯 鰤 卸 原黙 樹ゾ麗結圃
在ま での とこ ろ．みあたら．なkM ．愚 ζで ， ζの老年

期婦人 に お け る・やo蕊tive漉 edback 機構痢 機能不

全 力1迦 町 鮪 な も鮮 触 ・ 1榊 漕 灘
能 の 低蒋継：豪 融諭 隣漸不生耳駕懲 的な も

の なの か を調べ る紅め i．年 齢的に は姓成熱期に 相

当す る・が ， 何 らか の 原因 で卵巣の機能あミ服 乏ん ど

廃織 た と考・ 鱗 ．琳藤 卞黙細 斎正

常 で
， か っ 老 年期婦人と類似しな肉分泌環境を持

つ hyper窪onad σ廿 opi6 畷 yp690n3d 雪s献 な添 す 患

者 輌 様 の 6・rijug・儲 e6晦 ・n 融 弊 ・・…

feed肩a嬢 t§『tを雄行 栖．考年期婦人りずπ
タ と比

較 、し、た．tt　t／そ の結 果 hypergo穐 a緑Q庶   P髭 ： Thypo ・

gO漁 dis歴 癒 示 す患 者で も老 年 期 婦 メぐ
〔と伺 様 に

conjugasted ，　est
・
》6碁6b

・
め

i
投

’
・i
写

』
紀こよ　り

。q面6t繭 蜘葡緬 るづ擬 蹟磁 幽

増量は 全 く．認めら れ ずi・；p血siti》ef碗 dback機構 は

機能不 全に 陥 つ て W るご乏
’が明

：

らか に な つ た ，な

・ ξ癲 鱒 ・蜘 幽φ瞳騨 ・嫡6i値

で 18．1± 1．7pg／m1 で あ り老年期婦 人 と同様 に 低

値で あつ た．…　　　　
「
　 tl・，

「

　以上の 老年期婦人 ある い は
』
hypergonadotr◎pic

hypogo 猷adiSm を示す恵者 に お け る研究成績 ほ ，

性 成熟期婦人 に お い て 月 経周期 の 時期 に よ り・LH

の 反応 に差があ 胤 とい う
．
事案 と相俟 つ て ，、tt卵巣機

能 ，
：　1・1と りわ 甘 舶 tfσgeh の 1分泌 機 能 がやds爵 鴨

feed慵 ck 磯 権の機！能に 深 支関わ
“P て v・る可 能性

を示唆する もの 婬 ある ‘洋 画 …　　　　　　
’
欺

／t：そ 猷で撫齢 に伴 5
’
・　PDsititi6　f鱒d悔abk 磯 溝   機

能低下 の 亡 因 を・語st拍 gen ・と の 関連 に お しilで検討

す 惹 こ と に
，
し た ド

’・”1i
’
諸 5 ．．、 ’

，
’
．1　 　

」

、・：・方漓 どし
1
て ぱ，t・すで に ｝pbsit碑e ．feedback機 構

茄機能不 全を塁 廴て恥 盈 こ どが確認 され だ老年期

婦 人
ゴ
と∫hy歯r倉b曲 d就 τ（愛画健 鯨 pog 臓 a頃sm を 示

す 患、堵，に   対級執池 1 ：：

凋 工iし25塊 （の i℃ qn ／ju鬱ated

estrogen を20日間経泊 投与 し鐘
．
血 中℃＄t沁 9en濃

度
：
を 上 ：昇

」
さ・．せ た 上 で 151日月 £ に 再び 酌血ju奮ated

dst拗 gen
・2  1ng 静注法 によ る二po蠢lti艶 ・fさb醐 ck

慰 、巒施行 し，1齬tro9印 1 投
．
集前縄 施行 した 艶 st の

成 績 と・比 較 丶した 訟 こ こ で 経 口 驪 r  餉 と し て

c矚   ate 酢 1鰤 rogen を 用し・た理 曲 ま：P6sitiVe

色e組back 二te§t．に 思いお ・お trogebllと偲 じ種類 と1し

た た あで あ
．
り戸嵐泛前投与 夢期間噸蟹 日間 とし兎

の は その 期間を仮 りに 正常月経周期め卵胞期 の 期

間に ほ．ぽ← 致すゐ．よ；う 峰しだ才だめ で iある 、 con ・

錘gate曲 estr6 齢盛饗経 碑 投撃 した．折 昧 目：の 血 中

e6t解 饌 n1  』ノ ベ ル は血 清℃§tra（li
’
ol．値 で

， 老年 期

婦人港｝嶺299鑛4 ± 2〔叢0わ毯ダn 租〜tlhype督goraadotropic

h》  帥宜adig 蕪 ；を 示す 患 者 で ウま3鰓   ± 2116pg／

mll ま泌 土昇 した；穿こ う
’
し 7（・e齷rbg ¢撫 かri面鮒ぎを

施行 した 後に 行 な つ た positive　feedback 　testで

ばβこれ ま 尊 全 罫反応 の 認め られなか つ た 老年期

嬬 濕 やh 如   麟 加 opid 理籀o 售ohaais 垂n を示

す愚者全 例 に影．反 応 匿やや個 i人差糠 ：ある もの の

珍H懿齔ge功薫認め らねゐ よ うi必 なii　
’
t
’
s／

：：

似 涯 の 成 績は 視床、下都 广 下 垂 体系，4）cpoSi託ive

feedback 機．構 購機能 を 発彈す る
1
念 め に1は．あ ら か

じ め ； 定 レ ベ ル の 雄 s廿 Q 蝉n の 作用 を受 けて い な

け溺 ば な らず，
．estr 瞻 en の作用 を ほ とん ど受げ て

い な い 状態で は ，い きな り大量 の estrog6n を投与

し て も Z ，H
．
の 反跳 的増 量 は 起．こ ら な い ご とを 示

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1

i
耄．
ー
型
萄

辜
…
　
窩

季
睾
霆

謬
　

…
印

　
鬟

　

…
宣

ー
｝

ー
2
擢

1
　

1914 Positive　Feedback機構 の 機能変化 と持続的Estrogen投 与 の 影 響

し て い る．つ ま り positive　feedback 機構の 機能

発現に は estrogen の い わ ば se1Lprlming と も い

える
一定期間の 作用 が必要で あ る こ とが明 らカ と

なつ た わ けで あ る．・

　それ で は estrogen は 視床下部一下垂体系に い

か な る作用を 及ぼ し て L る の て あろ うか ．
一般に

estrogen は視床下部で は norepinephrine や dor・

pamine な ど の neurotransmitterz6 〕　さ ら に は

prostaglandin7）8）i°）i　2）　f£ どを 介 し
．
て LH ・RH の 分

泌に 関与 し て い る と い わ れ て し る　
一

方， 下垂体

レ ベ ル で estrogen は LH ・RH の recepter の 結合

部位数を 変化 させ LH 　RH に 対 す る 反応 性 を制

御する 4）
と と もに

，
Yen 　et　aLl5）

，
　Hoff　et・al　9）ecよ

る と，estrQgen は 下垂体 に 直接 作用 を及薇 し ，

g  adotr 。pin の 産生，貯臓に は 促進的に ，放 出に

対 し て は抑制的に 働 くと い う．

　今回の 研究で ， pri！nin 忌に 用 し た eStrOgen が い

か なる形 で 作用 した か は 明 らか で は．
な い が　おそ

らく下垂体て は goロadotmpin （LH ）の 蓄積 を促

し ， か つ 工 H ・RH に 対す る反応性をた か め ，さら

に 視廉 下部 の お そ ら くcycliC ・cente セて は LH ・

RH の 分泌能に 何 らカ の 変化を与え る こ どに よ り

positive　feedback機構 の 機能 回復に 関与 した も

の と考え られ る．

　また　今口 の 研究成績で は ILH の増加 は ピ ーク

値 て も150〜200％ と排卵性周 期の 、LH 　surge に比

すれぼ か な り低値で はあ るが ，
こ れ は priming に

用 V た estrogen の種 類 ， 量 ある い は投与期間に 左

右され る可能性 もあ り， こ の 点の 改善に て よ り生

理的状態に近い LH 　surge の誘発も可能と考えあ

れ る．ttl 　 、

　いずれ に し て も， 今回 の 研究成績に よ り， 老年

期婦人に お け る pQSitive　fee面 ack 機 構の機能丁

全 は．加齢 に 随伴す る視床下 部や下 垂体 自身 の 器質

的 ある い は機能的変化に よ る の で は な く　 卵巣機

能低 下 の結果 と して の estrogen レ ベ ル の 下降 に

よ る 2次的 な変化て あ り　こ れは外 因性 estrogen

を投与す る こ と に よ りあ る 程度 リ プ レ イ ス で きる

も の て　 決 し て 不 可逆的 な変化で な い こ とが 明 ら

か に な つ た ．
．

　 肖本 研究 の
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日産婦誌34巻11号

577603〕 に よつ た．　　　　 ．

　本論文 の 要 旨は 第畢回 日 本 内分泌 学 会 西 部 部 会 総 会

（1980）・第 54口 日本内 分泌 学 会 （1981）に お い て 発表 し た ，　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　文　　献

　 1．古橋信晃，山高義博，安部徹良，中山公夫，高橋

　　 克幸，鈴木雅洲，佐藤文子，森塚威
幅

郎 lPremann

　　　静注後 の 血 清 LH ，　FSH 値の 変動か ら み た 閉 経後

　　　お よ び 去勢後婦人の 門脳丁・下 垂俸機能．．産 と 婦 ，

　 　 　10 ：63，　1976．

　 2．倉智敬
一

：月 経 周 期 と内分 泌，現代産 科 婦人 科 学

　　 大系IV
’
c
』
（倉智敬

一ら編），齲，中山 書店，東京，

　　　1971．

　．3．三 宅　侃　青野 敏博 ，衣 笠降之　南川 淳之祐，河

　　 梅 一
， 宮 崎正 敏 ， 谷沢 修， 倉智敬一 ：Pr  arin

　　　の 静脈内投与試験法に よ る LH め 変動．日産婦

　　 誌，26 ：209，1974．

　 4．多賀理吉，水 口 弘司　木川源則，坂元正
一 鹽

性ス

　　　テ 尸 イ ドの 下 垂 体前葉 LH 衣 H　receptor に 対す

　　　る 影響，産婦 の 世界　30 ：1021
，
1978．

　 5．C2ygaha，　 PJ ．： Different　 feedback　action・of

　　 oestrogenS 　i直 pre　and 　postmepopausal 　womeU ．

　　 Acta 　Endo （ミrino1 ．（Kbh ）SuppL7159；1081972

　 6．Dierschke，　 DJ ．，　 Pi（eiss，　 G．　 and 　 Knobil．　 E．’

　 　 Sexual　 maturation 　 in　the　 female　rhesus 　 mon ・

　　 key　and 　the　development　of　estrogen 　in〔瀛ced

　　 gonadotrppic 　hgrmone　release 　 Endocrinology，

　　 94： 198，．1974．、
　 　 　 　 　 　 ト

　 7，Eヨ切 ，　R．ム，　 Warberg，／．，雌 oα 4　 R．S．　 and 　Por−

　　 ter，　J．C．−t　 Prostaglandin　Eを
一induced　release 　of

　　 LHRH 　into　hypophysial　portal　blood　Endo・

　　 crinology 　97 ：816　1975．

　 8．Ha ” ns，　RG リ（加 吻 S．R ，　 and 　Mc （lann，　S．M ，：

　　 Failure　of 　inonoaminergic 　and 　cholinergic 　rece ・

　　 ptor　blockers　to　 prevent　proStaglandin　E2・in−

　　 duced　1’tN｝einizing 　hQrmone　release ．　 Endoc・

　　 riロ010gy 　98：318，1976

　 9．HOLE　／．　D．，　Las　ley．　B．L．，　Wang．　CI　F．　and 】ien，　s．

　　 S．C，　 tt　 t　The 　two 　 pools 　 of 　 pituitary

　　 gonadotropin　
’・Regulation　 during　 the　 men −

　　 strual　 cycle ．．　J　 CIin．　 Endpcrinolt　Metab　44：

　　 302，1977，

　10．（〜ieda，　S．R．，　tVheaton，　／．　E，　and 　Md （加 η ，　S．　M ．’

　　 Prostaglandm・E2　mduced 　release 　of　luteinizing

　　 hormone，release 　factor　（LRF ）・　Neuroβndo ・

　　 crinology ，
17 ： 283

，
1975．

．11．Reiter，　E ．　O．，　Kulin ，　H ．E．　and 　Hamwood ．　S．　M ．’

　　 The ’
absence 　of 　 positive　feedback　between

　、　 estfogen 　 amd 　luteiRizing　ho罰mone 　in　sexually

　　 immature 　girls　 pediaL　Res ．，8 ・7401974

　12　Robe，ts，∫S，　and 　McCtinn．JA ．　tt　Prostaglandin

　　 F2α productlon　by　the　braln　during　 estrogen 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

JapanSociety  of  Obstetrics  and  Gynecology

  l982aillE

     induced secretion  of  luteinizing hormone.  Sci-

     ence,  190: 894, ]975.

  13, 7)iai. C.C., and  Ykn, S.C.C.:Acute effects  of

     intravenous lnfusion af  17P-estradiol or

     gonadotropin  release  in pre- and  post-

     menopausal  women.  J. Clin. Endocr., 32 i 766,
     1971.

  14. Ybn, S.S.C. and  7lsai, C.C.: The biphasic

     pattern in the feedback action  of  ethinyl

     estradiol  on  the release  of  pituitary FSH  and  -

El)i±

15.

16.

                             1915

LH.  J. Clin. Endocr,, 33:882, 1971.

?len, S.S,C., Vkendenberg, G, and  Siteny TM  :

Modulation  of  pituitary responsiveness  to LRF
by estrogen.  J. Clin. Endocrinol. Metab,, 39 :

170, 1974.

Yen, S.S,C,i The  human  menstrual  cycle,

Reproductine Endocrinology,, <ed. S.S.C. Yen
and  R.B. Jaffe), 126. NSr.B. Saunders Co,,

Philadelphia, 1977.
   (tsSUzaee No. 5130 wa57･8･9erfir)


